　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
　　英　　　　語　　    教　　    室　　  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）２３　発行日：Wed. July 1st. 1998   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　受動態・基本


　基本的な受動態の作り方を復習し，受動態が作れるのはどのような場合か等について再
確認しておきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（受動態の基本）
　　　　　　
⑴　受動態が作れる動詞：他動詞
　「受動態」を作る作業を思い出して下さい。能動態の「目的語」を主語にして作りまし
たね。以下のように。
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 〔受動態〕Ｍａｒｙ　ｉｓ　ｌｏｖｅｄ　ｂｙ　Ｊｏｈｎ．





　従って「目的語」をとれる動詞でなければ受動態の文はつくれないことになります。そ
そて目的語をとる動詞は『他動詞』でした。
⑵　全ての他動詞が受動態になるわけではない
　「他動詞」ならば全て受動態が作れるわけではありません。次の例をみてみましょう。
⒜　１　ｈａｖｅ　ａ　ｂｅｅｐｅｒ　ｉｎ　ｍｙ　ｂａｇ．
　（鞄の中にポケベル」を持っている）●目的語は，ａ　ｂｅｅｐｅｒです。しかし
⒜’×　Ａ　ｂｅｅｐｅｒ　ｉｓ　ｈａｄ　ｉｎ　ｍｙ　ｂａｇ　ｂｙ　ｍｅ．はダメ。
⒝　Ｔｏｍ　ｒｅｓｅｍｂｌｅｓ　ｈｉｓ　ｆａｔｈｅｒ．（トムは親父似です）
　●ｒｅｓｅｍｂｌｅは「～に似ている」という意味。ｈｉｓ　ｆａｔｈｅｒが目的語。
しかし，⒝’Ｈｉｓ　ｆａｔｈｅｒ　ｉｓ　ｒｅｓｅｍｂｌｅｄ　ｂｙ　ｈｉｍ．は変。
遺伝子の伝達方法を考えれば理解できるでしょう。
　このように，受動態が作れるためには，他動詞でなければなりませんが，全ての他動詞
が受動態になるというわけでもありません。もちろん受動態にならない他動詞の数は少な
いですけどね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑶　受動態を作る対象となる文型
　●「能動態」で目的語をとる動詞は３つの文型に用いられます。　　　　　　　　　
①Ｓ＋Ｖ＋Ｏ〔主語＋他動詞＋目的語〕
　⒞ Kim wrote this book. ⇨ This book was written by Kim.
　　（キム君がこの本を書いた）
　⒝ Jack used this word processor yesterday. 
　 -> This word processor was used by Jack yesterday. 
　　（昨日ジャックはこのワープロを使った）
②Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｏ〔主語＋他動詞＋間接目的語＋直接目的語〕
　⒞ Santa Claus gives the children wonderful presents every year.
　　（サンタは毎年子供たちに素敵なプレゼントをあげます）
　　● the children が「間接目的語」, wonderful presentsが「直接目的語」。
　この場合は目的語が２つありますから，受動態は２つ可能です。
　　-> The children are given wonderful presents by Santa Claus every year. 
　　-> Wonderful presents are given (to) the children by Santa Claus every year.
③Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ〔主語＋他動詞＋目的語＋補語〕
　⒟ Beth calls the dog Pinky. -> The dog is called Pinky by Beth. 
　　　（ベスはその犬をピンキーと呼ぶ）
⑷　「ｂｙ～」を省略する場合
　受動態では，ｂｙの後に「動作主・行為者」を続けることがあります。しかし必要のな
い場合には省略することがあります。「一般的な人々・明らかな場合・不定の場合」等。
　They speak English in Australia.⇨ English is spoken in Australia.
（オーストラリアで生活をする人々によって，であることはあきらかですね）
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●「部分否定」        
　複数のものについて「全て～ない」のように全部を打ち消す場合と，全体のうちのいく
つか，つまり部分的に否定する場合と，２種類あります。全体のうちのいくつかを否定す
る場合には，一般に次のようになります。


・２つ（２人）の場合⇨ＢＯＴＨ





　　〔ｎｏｔ〕＋〔全体を表す語句


 ・３つ（３人）以上　⇨ＡＬＬ








・副詞⇨always, completely, など





　〔部分否定〕の訳し方
　Some Japanese words cannot always be translated into English directly. 
　（日本語の中には必ずしも英語にそのまま訳せるとは限らないものもあります）
　①否定〔ｎｏｔ〕をとった訳をする。
　②その日本語の最後に「～とは限らない，～というわけではない」を添える。
　I don't like all of them.   ①私はそれらの全てが好きだ＋②というわけではない。
　　　　　　　　　　　⇨完成：私はそれらの全てが好きだというわけではない。
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　前号では受動態の基本的な事柄について復習をしました。今回は少し発展的な考え方に
ついてご紹介いたします。
　また，これまで「完了形」や「進行形」などについて学習をしてきています。それらが
受動態と結びついた場合の，新たな受動態の形も新しく登場しきます。盛り沢山の内容に
なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（注意すべき受動態）
　　　　　　
⑴　ｂｙ以外の前置詞　　
　受動態の基本的な形は，「主語＋ｂｅ＋過去分詞形＋ｂｙ＋動作主・行為者」で表され
ました。ｂｙ～を省略する例については前号でご紹介した通りです。実際の英文の中で，
このｂｙ～が省略されるのは７割～８割にも及びます。参考までに補足しておきます。
　一般にｂｙを用いない場合の表現は，熟語として覚えていることが多いと思われます。
以下に代表的な例を挙げておきます。
　⒜ be surprised at ～（～に驚く）　　⒝ be filled with ～（～でいっぱいだ）
　⒞ be known to～（～に知られている）　⒟ be satisfied with～（～に満足している）
　⒠ be pleased with～（～を喜ぶ）　　　⒡ be covered with～（～で覆われている）
　⒢ be disappointed in [with]～（～に失望している）
　⒣ be worried about ～（～を心配している）
（注意）
　辞書には例えば, be surprised by ～も可能だと書いてありますが，とりあえず上記の
表現を覚えてください。特に注意すべきことは以下の表現です。
　Ｊｏｈｎ　ｉｓ　ｋｎｏｗｎ　（　　）　ｈｉｓ　ｆａｔｈｅｒ．
　この空欄にｔｏを入れたらどんな意味になるでしょうか？
　＊John is known to his father.（ジョンは自分の父親に知られている）
　答えはｂｙです。John is known by his father.（父親によって判断される）
●ｂｅ　ｋｎｏｗｎ　ｔｏでまずかったらｂｙを入れましょう。
⑵　完了形の受動態　
　「完了形」の形を「受動態」にするにはどうすればよいのでしょうか？次のようにして
考えます。　　　　　　　　　　　　　
　　（現在）完了形：　ｈａｖｅ　＋
　　　　　　受動態：
 過去分詞形
  ｂｅ動詞
 ＋　過去分詞形　　　



⇩









　完了形の受動態⇨：　ｈａｖｅ　＋

 　　　　　　　　　　　　　　



  ｂｅｅｎ





 ＋　過去分詞形
 　　　　　　　　　　　　　　





　「完了形」はｈａｖｅと過去分詞形の２つを使って表します。「受動態」はｂｅ動詞と
過去分詞形の２つを使って表します。人間には２本の足があります。運動会などで２人が
脚をつないでおこなう競技『二人三脚』がありますね。別々の人間の場合には合計で４本
の脚が必要になりますが，一緒になった場合には，共通の脚を含め，３本の脚になります。
これと同様に考えればよいでしょう。
　⒤〔能動態〕I have finished my long report.     
　　〔受動態〕My long report has been finished. 
⑶　進行形の受動態
　「進行形」の受動態も，完了形の場合と同様に考えます。
　　　　　　進行形：　ｂｅ動詞　＋
　　　　　　受動態：
 ～ｉｎｇ
 ｂｅ動詞
 　＋　過去分詞形　　　



⇩









　進行形の受動態⇨：　ｈａｖｅ　＋

 　　　　　　　　　　　　　　



 ｂｅｉｎｇ





 ＋　過去分詞形
 　　　　　　　　　　　　　　





　⒥〔能動態〕We are discussing the matter.（私たちはその問題について議論している）
　　〔受動態〕The matter is being discussed. 　
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●ｔｈｅ　ｗａｙ＋主語＋動詞「・・・の仕方，やり方」
　ｔｈｅ　ｗａｙに続く「主語＋動詞・・」が，ｔｈｅ　ｗａｙ（方法・やり方）を修飾
する形と思って下さい。
　ｔｈｅ　ｗａｙ＋主語＋動詞・・・

 　




　教科書には次の英文がありました。
　Languages influence the way people see the world. 
　（言葉は人々の世界の見方に影響を与えます）　　　　　　　　　　　　　　　
●ａ　ｗａｙ　ｏｆ～ｉｎｇ「～するやり方，仕方，方法」
Ｗｈａｔ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｂｅｓｔ　ｗａｙ　ｏｆ　ｌｅａｒｎｉｎｇ　Ｅｎｇｌｉｓｈ？
　（英語を学ぶ最もよい方法は何ですか）　　　　　　　　　
　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
　　英　　　　語　　    教　　    室　　  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）２５　発行日：Fri. July 3rd. 1998   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  　　　　　　　　注意すべき受動態　⑵


　能動態の目的語を探す作業は，「文型」を探し出す作業と似ているところがあります。
その「文型」を見つける作業は，英文を構造的にとらえた分析によるものでした。ところ
が，構造的な分析ではなく，「意味」の面からの分析で目的語を見つける作業も視野に入
れる必要が生じてきます。
　さらに，能動態から受動態にする場合の難しい例もご紹介いたしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ
　　　　　　
⑴　群動詞（熟語）の受動態
　ｌｏｏｋ　ａｔ～「～を見る」やｌａｕｇｈ　ａｔ～「～をみて声を出して笑う」など
のように，動詞が１語だけでなく，他の語句と一緒になって一つの意味を持つもの，つま
り「熟語」があります。群動詞と呼ぶこともあります。その場合には，群動詞を１つのま
とまりと考えて処理します。まず⒜の文を見て下さい。
　⒜　Ｊｏｈｎ　ｌａｕｇｈｅｄ　ａｔ　Ｍｉｋｅ．（ジョンはマイクを見て笑った）
　これを形式的（１つ１つの語）に分析してみると⒜' のようになるでしょう。
　⒜' Ｊｏｈｎ　ｌａｕｇｈｅｄ（ａｔ　Ｍｉｋｅ）．
　　　　主語　　　 動詞　　　　　　 修飾語　　
　ところがこの分析では「目的語」がありません。従って受動態は作れませんね。
それに対して, 意味の面から分析すると⒜''のようになります。
　⒜''Ｊｏｈｎ
 ｌａｕｇｈｅｄ　ａｔ
 Ｍｉｋｅ．

　　　　主語　　　　　動詞　　　　　　 目的語　　
　この分析によれば「目的語」が存在しますので，受動態が作れます（⇨⒝）。
　⒝　Ｍｉｋｅ　ｗａｓ
 ｌａｕｇｈｅｄ　ａｔ
 ｂｙ　Ｊｏｈｎ．
 　　





　「群動詞」，すなわち熟語と呼ばれるものは全体として大きな他動詞として考えること
により，受動態を作ることが可能になります。熟語の知識が問われることになります。
　（注意）生徒は次のような英文を平気で書くことあります。注意しましょう。
　×Ｍｉｋｅ　ｗａｓ　ｌａｕｇｈｅｄ　ｂｙ　Ｊｏｈｎ．
〔参考〕意味による分析か，形式による分析か？　　
　英文を分析する場合，意味による分析をするか，形式による分析をするかで，結果が異
なることに気づかれたことと思います。ある時は「形式」で，またある時は「意味」によ
る分析をします。いい加減といえばいい加減です。ただ，今回のように，「群動詞」の場
合には，まとめて大きな他動詞と考えることにより，応用範囲が広がると考えられるわけ
ですね。発展する可能性があればその方がベターでしょうね。
⑵　日本語と英語の相違
　英語では受動態になっていても日本語では能動態の訳をする方がいい場合があります。
be surprisedなどは受動態で表されます。これはsurpriseという動詞が「人を驚かす」と
いう他動詞だからです。でも日本語では「人は驚かされる」とは，普通の日本語では表現
しません。同様の例をいくつか列挙しておきましょう。
　Many people were killed in the war. （多くの人が戦争で亡くなった）
　Many people were injured in the battle. （多くの人がその戦いで負傷した）
　I am satisfied with the present.（私はそのプレゼントに満足しています）
⑶　「Ｔｈｅｙ　ｓａｙ　ｔｈａｔ　文」の受動態（２種類の受動態）
　次の文を見て下さい。
　⒞ Ｔｈｅｙ　ｓａｙ [ｔｈａｔ　Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ].
　　　 主語　 　動詞　 目的語　
　　（みんなはマイクはとても親切だと言います）
  受動態は「目的語」を主語にするわけですから，⒞のような文が作れます。
　⒞' [Ｔｈａｔ　Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ]  ｉｓ　ｓａｉｄ．
　しかしこれでは主語が長すぎますから，「形式主語」のＩｔを用いて⒟にします。
　⒟　Ｉｔ　ｉｓ　ｓａｉｄ　ｔｈａｔ　Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ．
　　〔注：Ｉｔはthat Mike is very kindを真の主語としています〕
　次にｔｈａｔ節の後の文から主語のＭｉｋｅを文全体の主語にすると，次のような経過
をたどります。
　　　Ｉｔ　ｉｓ　ｓａｉｄ　ｔｈａｔ

 ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ．


 Ｍｉｋｅ







×Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｓａｉｄ　ｔｈａｔ　　　　　　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ．
　これは正しい英文ではありまえん。接続詞のｔｈａｔは「まともな文」を続ける必要が
ありますが，すでにまともな文ではありません（主語[Mike]が移動しています）。動詞が
見えます[is]。その動詞を続けるために，ｔｈａｔではなく不定詞のｔｏに変え，動詞を
原形にしてあげます。
×Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｓａｉｄ　ｔｈａｔ　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ．



⒠Ｍｉｋｅ　ｉｓ　ｓａｉｄ　　ｔｏ　　ｂｅ　ｖｅｒｙ　ｋｉｎｄ．
●「Ｔｈｅｙ　ｓａｙ　ｔｈａｔ　文」の場合には，⒟と⒠の２つの受動態が可能だと言
われています。⒞’の文も間違いではありません。
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